	  基本操作－３６
	ドクターテスト
	作　　成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	・ 詳細はＪＩＳ－Ｋ－２２７６に従う。

・ 目や皮膚にドクター液をかけないように保護メガネ、手袋を使用すること

・ 試験後の排液は必ず回収容器に回収する。

・ ドクター液は炭酸ガスを吸収すると劣化し白濁する。従って容器は密封しておくこと。又、ドクター液が劣化すると反応感度が鈍くなるので、有効期限内のものを使用し、また白濁したら取替える。

(1)試験管は充分に洗浄したものを用いる。

(4)ドクター液が黒色に変色している場合は硫化水素の存在を示す。

(5) ドクター液が黄色から褐色に変色している場合はメルカプタンの存在を示す。

（6）粉末硫黄を入れすぎると着色した時に吸収されてしまうので注意のこと。粉末硫黄の添加量は耳掻き又はミクロスパーテル（丸細180mm）１杯程度とする。

(8)粉末硫黄が茶褐色に変色している場合はメルカプタンの存在を示す。



	
[image: image1]
	反応式 

  Ｎa２ＰbＯ２ ＋ Ｈ２Ｓ  　→ ＰｂＳ（黒色） ＋ ２ＮaＯＨ 
  Ｎa２ＰbＯ２ ＋ ２ＲＳＨ  → （ＲＳ）２Ｐｂ（褐色） ＋ ２ＮaＯＨ
  （ＲＳ）２Ｐｂ ＋ Ｓ 　　　→ ＲＳＳＲ（茶褐色） ＋ ＰｂＳ
＊0.0005%程度のメルカプタンの検出が可能である。硫化水素については敏感であるが
硫化水素が多量に含有されているとメルカプタンの検出ができない。 
＊ドクター液：ナトリュウムブランバイト溶液
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二層の境界面をおおうに必要な粉末硫黄を添加し約１５秒間よく振り静置後２分以内に色の変化を観察する
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加え１５秒間よく振る





試験管にサンプルを�１０ｍL採取する
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